西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成３０年３月３１日（土）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：木村　佐江子
	佐藤
	木村
	松沢
	澤田
	神林
	濱谷
	柴田
	兼平
	岩藤
	橘

	休
	○
	明け
	○
	休
	産休
	準
	○
	明け
	○

	加賀
	石橋
	加藤
	油津
	原田
	大谷地

	病欠
	準
	休
	　休
	○
	休


＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・特にありません。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～ＳＳＴ参加し評価行っています。余暇はホールでテレビを見ています。眠気の訴えや身体不調、妄想発言はありません。

・松川　順子様～不安感はありませんが、退院について「食事の準備が心配」と話しています。不調の訴えはありません。精神症状の観察をしていきましょう。
・川井　尚子様～咽頭痛や胃部不快感は軽減してきていると話しています。特に訴えはありません。食事も全量摂取することができています。精神症状の観察をしていきましょう。
・高山　英佐様～ＳＳＴは声かけにて最後まで参加することができています。昨日は不眠時を服用し就寝しています。自室で過ごしたり、テレビを観たりしています。昼夜逆転のないよう関わっていきましょう。
・夏坂　浩美様～幻聴はあると話していますが自制内で経過しています。退院に関する訴えや苛々した様子はありません。最近、大声を出したり、奇異的な行動があるため、精神症状の変化を観察していきましょう。
・佐々木　睦子様～下顎、上肢の不随運動ありますが日課は問題なく行えています。退院に関する訴えはなく、入浴の拒否はありません。主食は「エビが入っている」と残食しています。
・佐藤　俊也様～退院要求聞かれ、今後について不安である事を話しています。切迫した様子はなく、易怒性はありません。
・菅井　浩子様～昼食拒否しており、服薬も声かけしています。退院したい」との訴えは聞かれていません。引き続き、精神状態の観察や所在確認をしていきましょう。
・石田　喜明様～食事は全量摂取していますが、副食のトロミについて不満を話しています。早食いとなり、小走りで移動することもあります。電話や退院に関する訴えはありません。食事摂取状況や転倒に注意していきましょう。
・内田　勇三様～昨日浣腸拒否ありましたが、本日行っています。拳大2つほどの硬便あり、「すっきりした」と話しています。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

・Ａユニット

船田　泰子様～本日から導入となっています。15分以上車いすに座っていられないと話しているが、最後まで参加出来ている。

・アルコール

　小笠原　笑子様～月末のため、目標設定せず概要説明行っています。拒否はありません。

・ＡＢグループ

　佐藤　俊也様～導入となっていませんが、参加し挨拶しています。最後まで取り組む事は出来ています。

・ＣＤグループ

　佐々木　悦子様～多弁的で目標の評価も支離滅裂な言動聞かれています。

＜勉強会＞
妄想性障害
妄想性障害とは…一つ又は複数の妄想があり、一か月以上持続している障害。統合失調症のように複数の症状はなく、妄想のみ出現している状態の事をいう。妄想は現実的なもの(実際には起きていない)もあれば、非現実的なものもある。妄想性障害はいくつかの亜型が認められている。
・被愛型：他者が自分を愛していると確信する。電話、手紙、監視又はストーカー行為を手段として妄想の対象と接触しようとすることが多い。この亜型の患者はこの行動に関連して法律を犯す可能性がある。
・誇大型：自分は偉大な才能を持っている、又は重大な発見をしたと確信する。
・嫉妬型：自分が陰謀の対象になっている、スパイされている、中傷されている、又は嫌がらせを受けていると確信する。裁判所及び他の政府系機関に訴える事で正当性を主張しようと繰り返し試みたり、想像上の被害に対する報復として暴力に訴えたりすることがある。
・身体型：身体的機能に関する妄想で、身体に変形が生じている、臭いがする、又は寄生虫がいる等と確信する。
治療…良好な関係を確立し、合併症を管理することが治療の目的となる。顕著な病識の欠如が治療上の問題となる。時に抗精神病薬が症状を抑制するが、特定の薬剤の使用を支持するにはデータが不十分である。患者の主な関心領域を妄想の中心から、より建設的かつ満足できる領域へと移行させることを長期的な治療目標とすることが困難であるが妥当である。
看護…患者の話を肯定も否定もせずに傾聴する事。妄想による「確かめ行動」があり、器物破損や粗暴行為又は自傷行為の恐れがある場合は事前にトラブルを予測し患者及び周囲の人々の安全を図っていく必要がある。また、患者の関心を現実の生活に向けさせいきいきした生活感覚を回復させることが看護の主眼に置かれる。そのために規則正しい生活、作業や活動への参加の促しを行い、活動的な生活を送るよう努める事が必要である。
